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第２四半期累計期間業績予想との差異に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 24 年６月 12 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

  

１. 平成２５年１月期の連結業績予想の修正等 

（１）第２四半期累計期間（平成 24 年２月１日～平成 24 年７月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益

前 回 予 想 （  A  ）  1,222        6         3       1     0.27 

今 回 修 正 （  B  ）  1,182       9         9       7     1.97 

増  減  額 （ B - A ）  △40        3         6       6      

増 減 率(％)  △3.3    50.0 200.0 600.0  

(ご参考)前期実績 

(平成24年１月期第２四半期) 
 ― ― ― ― ― 

（注）連結初年度となるため、連結前期実績は記載しておりません。 

 

 

２.平成２５年１月期の個別業績予想の修正等 

（２）第２四半期累計期間（平成 24 年２月１日～平成 24 年７月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益

前 回 予 想 （  A  ）  1,222      18        16      14     3.74 

今 回 修 正 （  B  ）  1,182      25        24      22     6.10 

増  減  額 （ B - A ）  △40        7         8       8      

増 減 率(％)  △3.3    38.9 50.0 57.1  

(ご参考)前期実績 

(平成24年１月期第２四半期) 
 1,234      8        5 4 1.07  

 

 
 
 
 
 



 

３.修正の理由 

(1)連結 

売上高については、四半期における需要が想定をやや下回り、前回予想を下回る結果となりました。 

利益面においては、高付加価値商品の販売強化、新商品開発や生産技術の改善に徹底して取り組んだ結果、

低価法による地金評価損の影響や、ベトナム子会社に対する投資費用が先行するものの、営業利益・経常

利益・当期純利益ともに前回予想を上回ることとなりました。 

 

 (2)個別 

 連結業績予想の修正理由と同様であります。  

 

４.通期業績予想の修正について 

平成 25 年１月期通期業績予想につきましては、現時点におきまして修正はございません。 

 

（ご参考） 

（１）通期連結業績予想（平成 24 年２月１日～平成 25 年１月 31 日） 

  （金額の単位：百万円）      

       売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益

前 回 予 想  2,540      15         12       8     2.13 

 

（２）通期個別業績予想（平成 24 年２月１日～平成 25 年１月 31 日） 

  （金額の単位：百万円）      

       売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益

前 回 予 想  2,540      43         41      37     9.87 

 

※業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は

今後の様々な要因により予想値と異なる場合があります。 

 

以 上 


